
市町村における土木費と
民生費（福祉に使うお金）の変化
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土木費 民生費

令和3年平成5年 平成5年令和3年

6.5兆円 8.4兆円11.5兆円

25.6兆円

土木費は 約半分
民生費は 約3倍

出典：総務省 地方財政白書（令和5年版および平成7年版）より作成
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 能登半島地震から考える政府の役割
バラマキをやめて
政府は国民を守る仕事を

高度成長期以降に集中的に整備したインフラが、一斉に老朽化しつつあります。多くのインフラは地
方自治体によって管理されています。しかし、財源不足等によって、整備が不十分となっていることが、
今回の震災において浮き彫りになりました。

元日に能登地方を襲った地震は241人もの死者を出しました（3月1日現在）。亡くな
られた方々に衷心よりお悔み申し上げます。今回の震災では、道路や水道管といっ
たインフラの老朽化が被害を大きくしたことが指摘されています。社会保障費の増
大などによって、インフラ補修のための財源が不足していたことが原因の一つです。
政府の最も重要な役割は国民の生命・安全・財産を守ることです。「小さな政府」の
考え方のもと、今こそ無駄なバラマキをやめて、本当に必要な仕事に集中すべきです。

全国で太陽光パネルの普及が推進されていますが、山の斜面へ
の建造が相次いでおり、土砂崩れを誘発するリスクが懸念されて
います。能登半島地震の被災地にあるメガソーラーでは、少なく
とも三か所が斜面崩落などの被害を受けました。さらに、太陽光
パネルは、破損しても日光が当たると発電することがあり、感電
の危険があります。1月15日の和歌山県の山火事では、消防士
は感電の危険に遭いながら消火活動に当たったとされています。

今回の被災で問題になったインフラ老朽化

災害時に牙をむく太陽光パネル

党首 釈量子
幸福実現党

hr-party.jp

令和6年（2024年）
発行所  幸福実現党本部
〒107-0052 東京都港区赤坂2-10-8
電話 03-6441-0754  
©幸福実現党

今回の地震によって多くの道路が寸断され、一時は能登半
島全域で24地区が孤立しました。特に道路の老朽化が著
しい市町村道で大きな被害が出ました。主要な道路の整
備や耐震対策が不十分で、修復の遅れにつながったのです。

水道管

道路

雪で壊れたソーラーパネル

能登半島地震による断水は発生から二カ月後も約1万9
千戸に上り、長期化しています。その原因として、水道管
の耐震化の遅れが挙げられ、石川県の耐震化率は全国平
均を下回る36.8％でした。石川県の馳浩知事は「配管な
どの耐震化の遅れが今回のダメージの大きさに直結して
いる」と述べています。



真実を貫く　
人類の進むべき未来

科学主義、唯物論が台頭
し、宗教不要論まで語ら
れる現代―されど、宗教
を甘く見てはいけない。

大川隆法著
幸福の科学出版刊
1,760円（税込）

逆境の中の希望
魂の救済から日本復興へ 

【著者 法話CD付】
東日本大震災を乗りこえ
ようと戦う人びとに
語られた「魂の救済」の
メッセージ。

大川隆法著
幸福の科学出版刊
1,980円（税込）

大川隆法著
幸福の科学出版刊
2,200円（税込）

減量の経済学　
やらなくてよい仕事はするな

バラマキや分配では
未来はない。
いまこそ、勤勉の精神を
取り戻す時。

政府の仕事は国民の生命・安全・財産を守ること
官民の協力で災害対策を

個人や民間のレベルでは対応できないような大規模災害への対策も、政府の重要な役割の一つです。今後、
ますます老朽化が進む道路、橋、トンネル、水道管などの整備を進めることが、震災の被害を最小限に
抑えるために大切です。現在、社会保障費の増大などで自治体の予算がひっ迫しています。政府は税金
を使ったバラマキをやめ、重要なインフラに関して確実に補修できるよう予算の使い道を考えるべきです。
また単年度予算制を見直し、災害などに備えての貯蓄もしていくことで、緊急時に後手後手の対応となら
ないような体制を整えるべきです。

書 籍
政府は2030年度までに、太陽光発電を約2倍、風力発電を約5倍に
増やす目標を掲げています（2020年度比）。しかし土砂災害のリスク
を伴う太陽光・風力発電は、災害大国の日本には不向きです。一方、
石川県志賀町の志賀原子力発電所は、震度7を観測したにも関わら
ず、厳重な震災対策が功を奏して安全性が保たれました。課題も残り
ますが、過度に委縮するのではなく、安全性を高めつつ原発を動かす
ことが、国民の生活を守ることにつながります。

再エネ普及をやめて原子力発電の稼働を

政府は最大限の防災対策に取り組むべきですが、最後は地域の助け
合いが大切です。能登半島地震の際も、孤立集落では住民が助け合っ
て避難生活を送りました。同時に支援物資が届くまでの一人ひとり
の備えも非常に重要です。個人が孤立していく風潮がある現代社会
で助け合いのカルチャーを強めるためには、一つの大きな「人のネット
ワーク」としての宗教が、重要な役割を果たします。

地域の絆が最後の砦になる

バラマキに使った
予算（一例）

・コロナ予算　年間77兆円（※1）

・少子化対策　年間3.5兆円
・ウクライナ支援　約1.7兆円（※2）

・マイナカード普及事業　2兆円超

災害の「備え」 チェックリスト

非
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水
食品（ご飯（アルファ米など）、レトルト食品、ビスケット、　
　　　チョコ、乾パンなど：最低3日分の用意）

防災用ヘルメット・防災ずきん
衣類・下着
レインウェア
紐なしのズック靴
懐中電灯（※手動充電式が便利）
携帯ラジオ（※手動充電式が便利）
予備電池・携帯充電器
マッチ・ろうそく
救急用品（ばんそうこう、包帯、消毒液、常備薬など）
携帯トイレ

使い捨てカイロ
ブランケット
軍手
洗面用具・歯ブラシ・歯磨き粉
タオル
ペン・ノート
マスク
手指消毒用アルコール
石けん・ハンドソープ
ウェットティッシュ
体温計
貴重品（通帳、現金、パスポート、
　　　　　運転免許証、病院の診察券など）

内閣府ホームページを参考に作成

（※1）令和2年度の予算　（※2）令和5年12月時点の総額　

進むインフラの老朽化 【建設後50年以上経過するインフラの割合】

インフラの維持管理・
更新にかかる費用は
30年間で195兆円
年間6.5兆円（平均）

約30％
約22％

約10％

出典：国土交通省の資料より作成

約55％

約36％
約23％

約75％

約53％
約38％

道路橋（橋長2m 以上）
［約73万橋］

トンネル
［約1万1000本］

河川管理施設
［約4万6000施設］
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